
なぜ、野生生物を保全するのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 For The People  ~人類のために 

 人類にとっての「生物多様性」の価値ははかりしれません。近年、その価値の内容は、「生態系サービス」と

よばれるようになりました。以下の表は、国連環境計画（UNEP）による区分に基づいて、環境省が様々な生

態系サービスを整理したものです。 

生態系サービスの区分と日本における例 

生物多様性は、私たち人類が生存し続けるために不可欠です。多様性が失われれば、十分な食

料を生産できなくなり、好適な気候は失われ、清浄な空気や水も得ることもできなくなります。

「地球の生命維持装置」の正体こそ生物多様性だからです。 

ただし、生物多様性に生を支えられているのは人類だけではありません。進化の歴史の先輩で

あり、同じ地球に生きる仲間である、すべての命がその恩恵を受けています。現在、生物多様

性保全という言葉が多くの人々に知られるようになりましたが、あまりに人間本位な「保全」

のとらえ方も目につきます。「人間のため」という発想だけでは、生物多様性の自然なあり方

をゆがめ、結局はそれを失うことにつながるでしょう。 

 



A.供給サービス 

 一般に実感されやすい生物多様性の恩恵です。「海の幸、山の幸」、「～の水（ミネラルウオーター）」と言え

ば、誰でもイメージすることができるでしょう。また、少し日常からは離れますが、「目に見えない生物から病

気の特効薬が見つかった」という類のストーリーは、多くの人をはっとさせます。実際、人間の健康・長寿を

阻む病気に対する新薬が、食料危機の時代に高生産効率をほこる作物が、様々な植物や微生物から開発され、

製品化されています。40年後に人口が 90億人時代を迎えるに当って、質が高く、より大量で、より生産効率

のよい食糧、医薬品が求められています。その「宝庫」としての生物多様性の価値は、ますます脚光を浴びる

ことでしょう。 

 ただし、この価値（供給サービス）だけに目をとらわれすぎると、もっと根本的なところで私たちの生をつ

ないでくれている生態系サービス（調整サービス、文化的サービス、基盤サービス）が犠牲にされかねない危

険があります。 

 

B.調整サービス、D.基盤サービス 

 私たち人間が生をつなぐことができる場所は、地球のほんの薄皮１枚のところに過ぎません。この部分にだ

け、私たちが生きるに適している、安定した（太陽）エネルギ－の流れ、栄養塩類や水を含む物質循環、生物

間の相互作用が働いているからです。なぜ、ここにだけこのような条件がととのっているのでしょうか。それ

は、とても複雑で精緻な生物間相互のはたらきがあるためです。このようなはたらきがある場所を「生物圏」

とよんでいます。このはたらきの結果として、私たちを取りまく大気、水、土壌があり、様々な生産・消費活

動が成り立っているのです。私たちの生存を支える地球の生命維持装置は、まさに生物多様性のたまものとい

えます。 

 地球生物圏が「調整サービス」や「基盤サービス」を発揮し続けるためには、人間がその働きに干渉しすぎ

ないようにしなければなりません。ここで一つ問題になるのは、前述した「供給サービス」の追求と「調整サ

ービス」や「基盤サービス」の維持との間に生じる緊張関係です。 

 高品質、大量、高生産効率の食糧や医薬品開発を進めるために地球の隅々まで生態系が探索され、ある種の

資源価値がはっきりすれば徹底した収奪が行なわれるおそれがあります。また、生物種を食糧や医薬品開発に

活用するためには、本来の生きものの性質や生きものどうしの関係を変えることのできるバイオテクノロジー

が用いられます。人工的に作り変えられてきた生物が野外に放出される事態が起きれば、生きものや生きもの

間の相互関係が人工的に変ぼうさせられるおそれがあります。 

 生物多様性の実体が、35億年とも 40億年とも言われる進化の歴史の中で形成され今も発展しつつ、多様な

生物間の相互作用にあることが忘れられてはなりません。「生物多様性」が「経済価値のある資源の集合体」の

ように扱われることになれば、「調整サービス」や「基盤サービス」の働きはいつか衰えます。それは、自分た

ちの足下にある生存基盤を自ら堀崩すようなものです。 

 

C.文化的サービス 

 地域の文化様式は、その地域の生態系のあり方によって大きな影響を受けてきました。その影響は、衣食住

のための生活物資の素材や土台を通じた目に見えるものだけでなく、人々の意識やものの見方、考え方にさえ

も及んでいます。そのことは、地域信仰や伝承に野生動物が果たす役割によくあらわれているといえるでしょ

う。 

 このように、生物の多様性は、宗教や芸術を含む人間の精神作用、文化の形成に世代を超えた影響を与え、

文化の多様性を形成してきました。 

 特に生物多様性の教育上の価値に着眼してみましょう。子どもは、友だちに始まって、徐々に世界観を広げ、

その過程で他者やその世界にふれていかなければなりませんが、他者の存在を理解し、さらにそれを受け容れ



たり、尊重できる力をどう養うかが人格形成において重要な課題となります。生物多様性は、それにふれる機

会がうまく与えられれば、「他者意識」を涵養する上で大きな役割を果たすことができます。 

 たとえば、ある野生動物を見たとき、それは自分の目に焼き付いた景色の一片となります。その限りでは、

自分の生活に紛れ込んだものに過ぎません。しかし、何かのきっかけ（例えばある実体験や教育など）によっ

て想像力を働かせることができれば、その出会いは「自分が生きている世界とは全く別の世界が存在すること」

に気づかせる経験となります。 

多様な野生生物は、それぞれが異なった生態と行動様式をもちます。食物、すむ場所が違い、色や形も違いま

す。求愛行動や巣作りに見られるように、子孫を増やす方法も様々です。とくに哺乳類や鳥類などでは、複雑

な社会構造を作って暮らすものもあります。人間の家族と似ているところもあれば、まったく違うところもあ

ります。野生生物の世界には驚くべき独自性があります。 一方、これらの多様な野生生物は互いに無関係に生

きているわけではありません。食べたり食べられたり、敵から守ったり守られたり、すむ場所を他の生きもの

に提供したり逆に横取りされたりなどとそこには複雑な網の目のような関係があります。つまり、野生生物は、

人間の世界（人間社会）とは異なった、独自の法則に基づいて複雑な世界を創り、そこで生きています。その

世界は、「本来」人の手で創り出せず、人間社会に依存することのない、自律的な存在です。 

 このように、生きものの世界は、独創性、自立性、自律性、そしてそれらの基礎となる多様性という見方を

実感を伴って理解させてくれます。野生生物は、人間社会とは別の世界に属する究極的な「他者」といえるか

らでしょう。 

 

 For The Earth  ~地球のすべての命のために 

 人間と野生の生きものとの関係は、日常生活の中では見えにくいものです。しかし、人間と野生の生きも

のは、40億年の時を経る中で、目に見えないところで深く結びついています。川に落ちた葉はしばらく流れ

に身をまかせて旅をし、やがて川底に沈みます。でも、いつの間にか他の葉がそれに代わって旅を続けてい

ます。地球上では生物の進化という流れの中で、何千万、何億という生物が生まれて旅を始め、終えてきま

した。人間もこのような落ち葉の 1枚です。他の落ち葉との間に、優劣も、上下関係もありません。それぞ

れが、人類にとっての価値とは関係なく、はぐくまれてきた命です。人間と他の野生生物は、進化の歴史の

１頁を刻む、地球の仲間といえます。 

 進化プロセスをマラソンと同じ約 40キロの川にたとえると、私たち人間が登場したのは最後の 40メート

ル地点に過ぎません。その私たちが、川の流れをとめようとしています。そのような権利が私たち人間にあ

るのでしょうか。 

 

 生物多様性の保全は、私たち人類ｗが生存し続けるためにも避けて通れないことですが、「人間のため」だ

けでなく、「地球のすべての命のため」と思いやる「心」も大切ではないでしょうか。 

 


